
平成２５年度 政務活動費 先進都市調査報告書 
会派名 元風ネット 

議員名 金濱 元一  ・ 南川 達彦 

調査実施年月日 平成２５年５月２３日 

調査先 自治体名等 東京都 文京区役所 
調査項目 不妊治療助成事業 

調査目的 ●不妊治療助成制度について 

報告内容 
実施したこと 

１ 視察先（市町村）の概要 
 人口： ２０１，２５３ 人（Ｈ２４．１０．１現在）   行政面積： １１．３１ ｋ㎡ 
 

２ 視察内容 

 文京区保健衛生部健康推進課 課長 志賀様、課長補佐 田中様にお話をう

かがいました。 

 文京区では子育て支援を重要施策として、不妊治療にも積極的に支援を行っ

ています。今回の調査では、不妊治療の区としての独自の補助、不妊治療費の

融資あっせん・利子補給事業についてうかがいました。 

補助は東京都も行っているが、それでも高額な負担であることを受けて文京区

としても上乗せの補助を行っているということでした。 

全国的に不妊治療を受ける方が年々増えているという現状の通り、文京区でも

不妊治療の補助申請数は右肩上がりで増加しており、事業予算も年々増加さ

せているそうです。 

不妊治療の助成申請が増加していることを受け、助成に所得制限があるためす

べての人に支援をということで、所得制限のない不妊治療費の融資あっせん・

利子補給事業を始めましたが、利用はあまりない状態であったということでし

た。要因としては所得の高い方への施策だったこと、利子の還付ということで利

用の効果が分かりにくかったのではということをあげられていました。 

 

感想（まとめ） 
本市へ生かせること

等 

 北海道においても不妊治療費の助成は行っているが、本市独自での助成は

ありません。不妊治療の助成はこどもを望む方への大きな手助けになり、少子

化対策として直接的な支援になるものと考えます。 

文京区のように、東京都の助成に上乗せするということで、より子育てに手厚い

まちであるということが分かります。 

今後、本市でも独自の不妊治療費補助を行っていただけるよう働きかけていき

たいと思います。 

 

 


